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シラバス情報
授業情報

授業コード 4151290000 開講キャンパス 五橋

授業開講年度 2024年度
科目コード 5102129920 科目分類 専門科目
科目名称 原典講読Ｂ
科目英字名称 Reading of Original Texts B

単位数 1.0
履修期 後期授業 抽選対象 対象外
代表教員番号 1612240 シラバス投稿状況 投稿完了
担当者 松谷　基和

テーマ 学術的な韓国語の文章を精読し、上級程度の韓国語の読解力を身に着けると
共に、韓国歴史・社会についての基礎的教養を養う。

講義内容
受講者は、毎週、指定されたテキスト（韓国高校の国史教科書）を自宅で精
読（辞書を使って、全ての単語、文法事項を確認）してきたうえで、理解が
及ばない点について授業で質問し、参加者全員で回答を模索し、議論する。

達成目標 学術的な内容の韓国語の文章を自由に読み解くと共に、韓国社会の歴史・社
会・文化等に対する理解を深める。

授業計画
第１回

【事前学修】原典講読Aの学習内容で特に自分が興味関心を覚えた事項につい
て簡単に口頭で紹介する準備をする。
【授業内容】授業の進め方についてオリエンテーション（指定文献の解説、
討論の進め方）
【事後学修】前記の学習内容についての総合的復習。

授業計画
第２回

【事前学修】「教科書」pp.116－117を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、ならびにpp.116?117の音読。

授業計画
第３回

【事前学修】「教科書」pp.118－119を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.118-119の音読。

授業計画
第４回

【事前学修】「教科書」pp.120－122を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.120-122の音読。

授業計画
第５回

【事前学修】「教科書」pp.123－124を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.123-124の音読。



授業計画
第６回

【事前学修】「教科書」pp.125-126を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.125－126の音読。

授業計画
第７回

【事前学修】「教科書」pp.127-128を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.127-128の音読。

授業計画
第８回

【事前学修】「教科書」pp.129－130を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.129－130の音読。

授業計画
第９回

【事前学修】「教科書」pp.245－246を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.129-130の音読。

授業計画
第１０回

【事前学修】「教科書」pp.247－248を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、pp.129-130の音読。

授業計画
第１１回

【事前学修】「教科書」pp.249－250を精読し、質問事項をノートにまとめ
る。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読

授業計画
第１２回

【事前学修】「2023国史領域」の設問8－10を精読し、質問事項をノートに
まとめる。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、設問8－10に関する要点整理。

授業計画
第１３回

【事前学修】「2023国史領域」の設問11－13を精読し、質問事項をノート
にまとめる。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、設問11－13に関する要点の整理。

授業計画
第１４回

【事前学修】「2023国史領域」の設問16－18を精読し、質問事項をノート
にまとめる。
【授業内容】上記文献の解説と議論
【事後学修】次週の課題の精読、設問16-18に関する要点の整理

授業計画
第１５回

【事前学修】「2023国史領域」の設問19－20を精読し、質問事項をノート
にまとめる。
【授業内容】上記文献の解説と総合討論
【事後学修】今学期文献の見直しと卒業論文テーマについて検討。

授業計画
第１６回
授業計画
第１７回

授業計画
第１８回
授業計画
第１９回



授業計画
第２０回
授業計画
第２１回

授業計画
第２２回
授業計画
第２３回

授業計画
第２４回
授業計画
第２５回

授業計画
第２６回
授業計画
第２７回

授業計画
第２８回
授業計画
第２９回

授業計画
第３０回

成績評価方法

毎回の単語帳・質問票の提出・内容（40％）、授業中の討論への貢献
（40％）、個人発表（20％）を基本として、総合的に判断する。具体的な観
点については開講時にルーブリック的な形で説明する。なお、無断欠席は減
点対象となり、4回以上の無断欠席で単位習得の資格を失う。

学修に必要な準備
必ず韓日辞典を手元に置き、毎回の課題テキストを自宅で予習すること。授
業では全員が順番に司会・発表を務める。課題テキストの解説が求められる
ため、相当の予習時間が必要となる。

関連して受講する
ことが望ましい科
目

テキスト 毎回のテキストはPDF等で事前に配布する。
参考文献
履修上の注意 オフィス・アワー等については開講時に指示する。

カリキュラム中で
の位置付け及び教
育目標との関連

この科目とディプロマ・ポリシーとの関係については、学科の「カリキュラ
ムマップ」を参照のこと。
【アクティブ・ラーニング科目】【BYOD実施科目】
【科目ナンバリング】A1-640-39-3R-3，A0-640-47-3R-3

添付ファイル1 説明1

添付ファイル2 説明2
添付ファイル3 説明3
添付ファイル4 説明4
添付ファイル5 説明5



関連URL1
関連URL2
関連URL3

教室情報

項番 履修年度 開講期 曜時 使用開講期 教室
1 2024年度 後期授業 木曜２校時 後期授業 五）講）L703

カリキュラム情報

項番 学生区分　所属区
分 学部　学科　専攻・コース 適用入学年度

1 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2015年度～2016年
度

2 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2015年度～2018年
度

3 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2017年度～2018年
度

4 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2019年度～2019年
度

5 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2019年度～2100年
度

6 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　 2020年度～2100年
度

7 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2015年度～2016年
度

8 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2015年度～2018年
度

9 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2017年度～2018年
度

10 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2019年度～2019年
度

11 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2019年度～2100年
度

12 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　ドイツ語コース 2020年度～2100年
度

13 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2015年度～2016年
度

14 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2015年度～2018年
度

15 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2017年度～2018年
度

16 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2019年度～2019年
度

17 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2019年度～2100年
度



18 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　フランス語コース 2020年度～2100年
度

19 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2015年度～2016年
度

20 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2015年度～2018年
度

21 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2017年度～2018年
度

22 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2019年度～2019年
度

23 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2019年度～2100年
度

24 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　中国語コース 2020年度～2100年
度

25 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2015年度～2016年
度

26 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2015年度～2018年
度

27 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2017年度～2018年
度

28 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2019年度～2019年
度

29 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2019年度～2100年
度

30 学部生　学部生 教養学部　言語文化学科　韓国・朝鮮語コー
ス

2020年度～2100年
度
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